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副題

■１.安全・安心 ■５.公共工事の品質確保・向上 1

■２.環境 □６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 4

■４.コスト縮減・生産性の向上 □８.リサイクル 番号： 5

■1.省人化 ■5.耐久性向上 ■9.地球環境への影響抑制 1 7
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 □10.省資源・省エネルギー 4 8
（選択） □3.経済性向上 ■7.作業環境の向上 ■11.品質の向上 5 9

■4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 □12.リサイクル性向上 番号： 6 11

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　□2.同程度　■3.低下（　％）　 番号： 3
2.工程 ■1.短縮（　％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 1
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 □1.　（定義済みの値なし） 番号：

開発体制 番号：

開発会社 販売会社 協会名

会社名： 住所：

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

新技術概要説明資料（１／５）

名称
マンホール蓋交換可視化工法
(クイックカッター工法)

収受受付年月日 令和4年5月9日

変更受付年月日

登録No.

令和2年6月18日

1756

区分

分類 1-1-1.共通工／土工

マンホールの鉄蓋の交換工事において、無線カメラ付きの円形カッターをバックホウのアタッチメントとして装着
し、アスファルトやコンクリートを切断し、鉄蓋段差調整を行い復旧材料に超速硬型高流動性無収縮グラウト(AQC
グラウト)を使用した鉄蓋交換工法

開発年

■1.工法　□2.機械　□3.材料　□4.製品　□5.その他

活用の効果

舗装版切断工、路盤工、蓋設置

令和3年4月15日

番号：
1

キーワード

申請地方整備局名

6.9

九州地方整備局

国土交通省へ
の登録状況

静岡県菊川市東横地3311-1

静岡県菊川市東横地3311-1
問合せ先

アクアインテック株式会社

生産技術本部管路システム部

0537-25-7543

山田貴久

0537-25-7549

アクアインテック株式会社

鉄蓋交換作業について、円形カッターによる舗装切断と高性能グラウトによる埋め戻しを使用
し、転圧作業を不要とした上で、従来工法より品質と施工性を改善した技術である。従来工法
に対して施工範囲の縮小と早期の交通開放、地盤沈下の防止を目的としている。
従来は、多角形形状に舗装の切断・取り壊しを行い、作業後に埋戻し土及び路盤材の転圧・仮
復旧、自然転圧期間(30日程度)を経て、路盤再調整・表層工を実施していた。
上下水道・通信設備等のマンホール鉄蓋の撤去・交換工事に適用可能である。
施工範囲を小さくする場合や、交通影響等の関係で短時間の施工を必要とする場合、現場間の
小運搬を数多く行う場合の適性が高い。

管路営業部管路開拓営業グル-プ 0537-25-7549

増田　明

54

株式会社　南陽
アクアインテック株式会社

アクアインテック株式会社

2(1)

masuda-a@aquiaintec.co.jp

yamada-t@aquaintec.co.jp

登録番号

事前審査

評価（事前・事後）

□1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

QS-210004-A

登録年月日

0537-25-7542

-



マンホール蓋交換可視化工法
(クイックカッター工法) 登録No. 1756

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） 1(2)

その他（カタログなど）

積算資料等

施工管理基準資料等

（短　所）
従来工法に比べ、現場条件への対応力が低いため、周辺状況を含めた調査が必要。
舗装構成にかかわらず1種類のグラウト材で埋め戻しを行うため、埋め戻し量が大きい場合の経済性に劣る。

（長　所）
円形カッター(バックホウのアタッチメント)を用い、舗装取り壊し範囲を狭小化できる。
埋め戻し材のグラウトは「超速硬型」「高流動性」「無収縮」であり、舗装構成に依存せず、施工後の短時間
で強度を発現し、また転圧不要な上に地盤沈下を生じない。
カッターに搭載したカメラにより、運搬車両にバックホウを積載した状態で、バックホウオペレーター単独の
舗装切断作業が可能。

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

クイックカッター運転工は、カッターの費用が影響するため、施工条件ごとの見積となる。
舗装版破砕や殻処分、鉄蓋設置工等については「静岡県土木工事積算基準書」「施工パッ
ケージ型積算方式標準単価表」の該当項目を適用する。

・土木工事安全施工基準指針
・施工要領書
・道路路面復旧基準(各道路管理者)

A-2

(1)舗装切断
バックホウによる円形カッターの施工位置合わせ、舗装切断作業。
(2)舗装版撤去・土砂掘削
舗装の破砕、路盤の掘削。
(3)マンホール鉄蓋の撤去
鉄蓋・調整リングを撤去。
(4)鉄蓋設置・高さ調整
調整リング・鉄蓋を設置・高さ調整、グラウトの充填。
グラウトの充填は路盤の構築を兼ねる。
(5)表層工
タックコート塗布、表層の施工。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

施工単価は、対象構造物の寸法や舗装構成により異なる。
円形カッター、超速硬型高流動性無収縮グラウトについては、施工条件によって種類が異な
り、自社見積もりによる価格となる。
鉄蓋や調整リングは建設物価・積算資料に記載の製品を使用可能。

積算資料（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

 

 

 

 



登録No. 1756

（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4
新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

制度名、番号 制度名、番号

その他の
制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明
証明機関 証明機関

証明範囲 証明範囲

・掘削深度における作業対象構造物の形状寸法及び周辺構造物の状況を明確にする。
・カッター径に合わせた回転速度の選定。
・埋め戻し材（超速硬型高流動性無収縮モルタル）の配合比率の徹底。
・埋め戻し材の流動性に合わせた掘削範囲の設定
・架空線との離隔の確保

（適用できる条件）
現場条件：円形カッター径φ350～1,600、深さ500mm以下の垂直切断。バックホウ0.1㎥～0.2㎥クラス超小旋回式、
作業範囲の他に、重機・資機材運搬用の2tトラックを含め50㎡(3.0×16.5)程度の作業ヤードの確保。
自然条件：降雨時以外(舗装切断は降雨時でも可)、バックホウの作業が行えない斜面。
適用範囲：早期の道路開放を必要とする施工条件

・円形カッターは対象構造物の形状寸法を考慮したうえで選定を行う。
・埋め戻し材は超速硬型高流動性無収縮モルタル「AQCグラウト」を使用する。AQCグラウトにはQタイプとSPタイプの
2種類があり、硬化時に発生する反応熱の蓄積によるクラックを抑制・低減する為、4袋（100㎏）以上を使用する場合
はAQCグラウトSPを使用する。他の埋め戻し・充填材を使用する場合は、施工条件(埋め戻しスペース、発熱量、硬化
速度等)を考慮したうえで、製品を選択すること。

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 マンホール蓋交換可視化工法
(クイックカッター工法)

A-3

（適用できない条件）
・φ349以下の垂直切断、φ1601以上の垂直切断、深さ501mm以上の垂直切断。
・斜め切断。
・降雨時：超速硬型高流動性無収縮モルタルの打設。

下水道用鋳鉄製マンホール蓋（呼び300～900）JSWAS　G-4
土木工事安全施工基準指針　第1・2・13章

・舗装取り壊し、土砂掘削の機械作業化
・現場条件への対応力の向上

・AQCグラウト圧縮強度18.5㎟（打設後1時間）
・マンホールソーにて深さ500㎜切断可能である事の検証（切断深さ505㎜）。

・AQCグラウト品質確認試験結果報告書。
・マンホールソーにて深さ500㎜切断可能である事の検証報告書。

 

 

 

 

 

 



A-4

登録No. 1756

実績件数 公共機関： 1 民間：

発　注　者 施工時期
静岡県　掛川市役所 2020/1/6～

2020/2/28

0

CORINS登録No.

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 マンホール蓋交換可視化工法
(クイックカッター工法)

工　事　名
令和元年度　掛川市公共下水道
掛川南部NO.133-2人孔更生工事



登録No. 1756

円形カッター全景(バックホウ装着時) 円形カッター施工位置合わせ

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 マンホール蓋交換可視化工法
(クイックカッター工法)

A-5

舗装復旧後 施工範囲概要図(従来工法比較)

既設鉄蓋　撤去後 鉄蓋・調整ﾘﾝｸﾞ設置、AQCｸﾞﾗｳﾄ打設後
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